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重
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実施計画

実施内容 担当委員会

１ ．適正料金の獲得と適正業務の推進
　　①汲取り料金の統一
　　②浄化槽清掃料金の統一
　　③ 浄化槽保守点検料金の統一
　　④ 適正業務（汲取り・清掃・保守点検）

の実施

適正処理
推進

２ ．全国環整連浄化槽維持管理システム
の普及

　　① 点検回数の統一化（明確な年次設
定要す！）

　　②下水道経営の実態調査

浄化槽

３．全県下合理化の達成
　　① 合理化協定締結の推進（支部との

連携を強化）
　　② 市町村合併問題への対応（支部と

の連携を強化）
　　　　ａ ．協定書・覚書の見直し、継

続

合理化
対策

４．代替業務の適正料金の算定
　　①下水道、農集排、ごみ

一廃清掃

５ ．一般廃棄物（液状・固形）許可の法
的取り扱いについて

〃

６．事務局通信の充実
　　①電子化等

広　報

７ ．全国環整連全国大会への参加 〃

８．公団業務の継続と確保
公団業務

検討

９．組合事業の調査研究
　　①共同購買の普及促進
　　② 新規業務に関する調査研究
　　　（ 業務内容・人材確保・資格等）
　　③賦課金の見直し

組織運営

10 ．廃棄物適正処理推進大会の開催 青年部

平
成
十
七
年
度
基
本
事
業
計
画

挨拶をする黒瀬理事長
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�
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�
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�
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�
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携
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�
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活
動
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国
環
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連
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大
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滑
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�
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�

�
�
�
�
質
問
�
�
�
�
高
山
青
年
部
長
�
�
部
員
減

少
�
対
�
�
�
大
会
�
広
報
�
通
�
�
積
極
的
�
部
員

募
集
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
将
来
像
�
�
�
�
�
�

年
�
青
年
部
内
�
若
返
�
�
見
�
�
�
�
�
若
手
�
対

�
�
一
番
�
基
礎
�
�
�
法
解
釈
�
�
�
�
勉
強
�
�

基
礎
�
�
�
�
後
�
経
営
学
�
新
事
業
�
開
拓
�
他
業

種
�
�
�
�
�
�
�
�
�
行
�
�
�
�
�
�
�
広
環
協

�
中
�
青
年
部
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
問
題
解
決
�

向
�
�
�
実
動
的
役
割
�
担
�
�
組
織
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
熱
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通
常
総
会
開
催熱い想いを語る高山青年部長

広島県環境局　
 郷力和晴廃棄物対策総室長

広島市環境局　石原道雄局長安芸地区衛生施設管理組合
 谷幸二事務局長

懇親会風景 感謝状を授与される㈲日之丸衛生社　伊藤氏
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会社概要

事 業 所

全国環整連第33回通常総会
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催
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今
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　近年国の税収は 40 兆円、予算は 80 兆円のこの変則的な

現象があたりまえのように受け入れられるようになってし

まっている。

　昨年は年金問題に道路公団民営化、今年は郵政事業の解体

なのか民営なのか、いずれも目的と結果が分かりにくく、次

の事件が起きると忘れてしまうということが繰り返されてい

る。国と地方の借金は 1,000 兆円を超え増え続けている。

　日本再生に残された手段は税源移譲を伴った地方分権があ

る。

　国交省下水道部は下水道経営に関する留意事項で、下水道

経営は総じて厳しい状況であることを浮き彫りにし、事業の

管理・運営費用の全てを回収できる水準に下水道料金を設定

し、住民に分かり易く開示し当然のコストとして負担を求め

よ。市町村財政の立て直しのため、下水道管理者に対し意識

改革の必要性を再認識するよう求めた。

　今後の日本を見る時、市町村が自らの責任を負うことがで

きるかが浮沈の指標となる。

　一方、今国会での浄化槽法改正は浄化槽に対する不信感を

解消し、恒久施設としての社会的認知確立にある。

　全国環整連は、良好な水質確保のため、設置者に分かり易

い環整連維持管理システムの完全実施が当然の責務である。

　部会活動は五部会を柱とし、現地支援を基本とする。一廃

部会のごみ部門を適正処理推進部会に統合し、新たに合理化

新規許可対策部会を設置し、行動力を全面に押し出した組合

運営を行っていきます。

　戦後発生した我が業界の社会に貢献せんとする潜在意識を

具現化することをもって画竜点睛とする。

平成 17 年度全国環整連方針

    


